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司会：2019年 春 竣 工 を 目 途 に、 今 年 の 春
に は 病 院 の 移 転 新 築 が 着 工 と な り ま す。 
PLAN2020では、スーパー救急取得や病棟の
ユニット化、精神科災害拠点病院に向けての
取り組みなどを進める予定です。また、国の
医療政策による在宅移行促進が加速し、病床
削減や有料老人ホームなど住まいとしての施
設転換、地域包括ケアなどが求められてくる
でしょう。 m-ECTやクロザピンといった医
療の導入も視野に入れ、看取りなどを含めた
これからの精神科としての役割を考える時期
が来ているように思いますが、いかがでしょ
うか。
渡邊：私がこの益城病院に来てもうすぐ半年
になりますが、認知症がとても多いという印
象を受けました。特にへき地ではかなり進行
している例が見られます。今後の役割とし
て、m-ECTやクロザピンの準備を進めてい
ます。新しい医療を取り入れる時は色々苦労
が多く、スタッフの協力が欠かせませんが、
治療が長期化してなかなか成果が出なかった
患者さんが良くなると、士気も上がります。
これを機に、若い医師が精神科に興味を持っ
てくれたり、研修もできるような病院を目指
せればと思います。
犬飼：1950年代から、精神科は収容を中心に
進んできました。精神科疾患という特殊性か
ら入院中心になりやすく、長期にわたって多
くのベッド数を必要とするというのが一般認
識でした。それが、1980年代半ばから変わっ
てきました。当院では、1998年から精神障が
い者福祉を手掛けてきました。人口減と人材
確保が困難になる中、地域で支えるには、社
会にその機運が育ち、政策予算も必要になり

ます。自分たちにできる事とできない事を見
極めながら、精神科としての専門性を活か
し、取捨選択してやっていきたい。認知症に
関しては、この10年、益城病院は熊本モデル
のセンター的な位置づけとなっており、今後
も需要は増え続けるでしょう。
松永：渡邊先生に来ていただいたおかげで
我々にも余裕ができ、新しい取り組みへの意
欲が出てきたのは嬉しいことです。アルコー
ル依存症に関して言えば、来年、熊本県がア
ルコール基本法に基づく基本計画を作成しま
す。また、災害復興の一環として、アルコー
ルの相談窓口に益城病院からも相談員が派遣
されています。
鮫島：私事になりますが、3年前から認知症
の父を抱え、娘の出産も重なりました。介護
の経験は仕事に役立ち、また、介護を続ける
上で仕事が自分を支えている部分もあります
が、地震の混乱が未だ収まらない状況で頑
張っている職員にとっては、家庭と仕事の両
立が何よりも大きな課題だと思います。病院
が急激に変わろうとする中、スタッフが疲れ
ないような、忙しさのしわ寄せが来ないよう
な体制づくりを考えておきたい。今の新しい
流れを理解してもらいつつ、モチベーション
を維持したいですね。
松永：どうすれば仕事のモチベーションが上
がるかとういうと、いろんな目標を設定する
ことも大事ですが、いかに自分がやった仕事
が周囲に受け入れられ、どのような反応があ
るか、だと思います。地震の後は、仕事の変
化について行けないで疲れている人もいるで
しょう。
鮫島：今までで一番の変革期です。家庭が安
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定していないスタッフもいますから、仕事上
の立ち位置と公私のバランスを常に見なが
ら、接していく必要があると思います。
犬飼：災害復旧が一段落した後の新たな創生
を復興と言うのでしょう。そもそも、将来ビ
ジョン計画は地震前から予定していたもの
で、PLAN2020では、全くの新規事業はあま
りないんです。医療に携わるスタッフも患者
もほぼ変わらない。新しいハードの中で、何
をどう創り出せるかということです。益城病
院スタッフは、ある意味、全員が被災者で
す。地震がなければ維持できていた生活が、
急に失われた。「専門家だから乗り越えられ
て当然」ではなく、精神的動揺や生活の変化
は、まだまだ油断できない状況にあると思い
ます。
松永：自分たちの病院が何とか生き残れるよ
うにと、無理して頑張ってきたことによる後
遺症があるんじゃないかと思うんです。そん
なスタッフにとっては、「さあジャンプアッ
プだ、新しい所に羽ばたくぞ」というより、
これまで練り上げてきたものを、今までと同
じようなイメージで出していくのがいいん
じゃないでしょうか。病気の回復と同じで、
身の丈の自分を肯定できる健全な自己愛と
か、一緒に泣き笑いできる情緒的な絆、多面
的な見方から生まれるユーモア、「今できる
事をやっていけば何とかなるさ」という楽観
主義が、"レジリエンス"復元力につながって
いくと思います。
宮﨑：アドバルーンを上げるなら、それがちゃ
んと地面につながっていることが大切です。
地に足が着いたビジョンじゃないと…。そ
のために必要なのは人材でしょう。m-ECT

にも麻酔科の医師が必要なように、今後、み
んなが疲れず仕事を続けるには、精神科だけ
で固まらず他科の医師を受け入れる必要があ
るでしょう。社会の高齢化に伴いスタッフも
患者も高齢化し、従来の家族制度が崩壊する
中、燃え尽きないようなシステムで社会を支
えていかなければなりません。
犬飼：2019年に新病院が竣工し、2020年には
新体制でのスタートになります。20年前、今
の病棟ができた時にはこれまでの精神科のイ
メージを覆し、"益城ショック"と言われまし
た。県内外に衝撃を与え、その影響で、スマー
トできれいな精神科病院が増えたそうです。
これからは中身ですね。「病院が患者さんの
ためにできること」を考え、足元を固めてい
く必要があります。
宮﨑：ここ最近、やたら忙しいのは事務仕事
が多いせいかな、と思います。秘書が書類の
8割くらいは作ってくれるので回っています
が。
松永：秘書がいるから助かりますよね、他所
に比べたら恵まれています。
犬飼：一人の医師が診る患者数では、松永先
生が圧倒的に多く次が鮫島先生と、偏りが大
きいのも気になります。これから新しい人材
を増やし、質と量の問題を担保しながら、ど
うシェアリングしていくかも重要課題です。
司会：AIが導入されれば、だいぶ医師の事務
負担は減るかもしれません。他科では、ビッ
グデータをもとに治療方針を立てるというの
も始まっています。主治医しか診れない外来
を見直して、一人が抱え込まず助け合えるシ
ステムを考えることが大事になってきます。
犬飼：9人の医師というのは決して少ない数
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ではないんですが、業務量が増えました。一
人ができる範囲は限られるので、取捨選択も
必要ですね。それから、どうやって新たな人
材を呼ぶか。鮫島先生が言われるように益城
病院に魅力が足りないとしたら、職員が誇り
を持てる病院になるには、どうしたらいい
か？
鮫島：子ども診療室の先生が辞められた時、
引き留められず無力感が大きかったんです。
私は益城病院との長年のつながりを有難く
思っていますが、「つながりを信じていた先
生が、なぜ辞めて行かれるのか？」と考え
た時、ふと、そういう言葉が出たんだと思い
ます。これから、もっと一人ひとりと向き合
い、患者さんだけでなく職員の声が届く関係
を作っていかなければと思っています。
宮﨑：いい医師がいて、ずっと残ってくれる
病院は、やはり何か魅力があるんでしょう。
若い医師にとっては、資格が取れる病院であ
ることも大きいかもしれません。益城病院の
強みという点でいえば、スタッフは優秀です
ね。看護師、秘書、施設の人たち…みんなに
支えられて、やれてます。
渡邊：益城病院は、他の病院と比べるとオー
プンな雰囲気だと感じます。ここに来て、医
局会での会話やスタッフ同士の情報交換が盛
んなのが、新鮮な驚きでした。周囲から見て
もわからない、こういう何気ないところが、
益城病院の一番の良さでしょう。若い医師も
働きやすい病院だと思うので、もっと外にア
ピールしていけたらと思うんですけど。
松永：渡邊先生が来られてからですよ（笑）
鮫島：ここ1年程、医局会と勉強会をつなげ
て、現場で困っている事を相談し合える症例

検討会を開いてきました。外から研修医も来
られますし、コメディカルも参加すれば、もっ
と面白くなるんじゃないかと思います。
犬飼：そういえば、認知症の事例検討会も熊
本地震の前から始めていたんですが、地震
後、少し余裕がなかったですね…
宮﨑：昨年12月には、認知症初期集中支援に
ついてPSWの福島さんが発表しました。地震
後、トラック内で寝泊まりしていた夫婦がい
て、奥さんの方を、週1回迎えに行ってお風
呂に入れ、送っていくという支援活動を続け
てきたケースです。入院を勧めたが断られ、
そういう形で生活面もカバーすることになっ
た。息子さん夫婦には感謝されました。
犬飼：面倒見の良さは、うちの特性ですから
ね（笑）
松永：悪く言うと抱えすぎかもしれませんけ
ど（笑）
宮﨑：見た以上、放っておけないと思うスタッ
フがいたということです。
犬飼：「誰かが診（看）らないかんだろうもん。
そんなら診（看）よう」という姿勢がある。
鮫島：私は現実的な事しか考えていないです
が、やはり、スタッフに支えられてここまで
来れました。実際に動くのは、いつもスタッ
フ。どんな大変な思いで頑張っているか、常
に忘れずやっていきたいですね。
渡邊：私は、まだよくわからないことが多く、
看護師さんとの関係がようやく掴めてきたと
ころなんですが…理想としては、みんなが気
持ちに余裕を持てて、ちょっと困ったら相談
し合いながらやっていければ、患者さんとの
接し方にもゆとりが生まれるんじゃないかと
思います。
犬飼：色んな事を見直して、生まれ変わるタ
イミングかもしれません。被災後、周囲から
の評価は高いものの、職員の中には消えない
トラウマもある。地震で一度壊れ、必死にあ
がいて取り戻そうとしているが、困難なこと
も少なくありません。もう一度、"職員が誇
れる病院とは何か"を見つめ直すべき時です
ね。今年は、それを高く掲げたいと思います。
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院　内

10月
6日 不眠症／C型肝炎インターネット講演会（医局）

12日 不眠症インターネット講演会（医局）
26日 大塚製薬web講演会（認知症とてんかん）

11月
17,20,21日 行動制限最小化、個人情報委員会合同研修会（全職員）

24日 認知症対応強化委員会勉強会
27〜12/1 院内感染対策職員研修（全職員）

12月 6,8,11,13日 医療安全職員研修（全職員）
9日 熊本東部地区看護師レベルアップ研修

院　外

10月

4,11,18,25日 くまもと青明病院mECT研修（渡邊鮎子）
7日 世界アルツハイマーデー講演【講演：犬飼邦明】／熊本パレアホール
7日 第52回熊本県精神保健福祉士協会定例研修会（5名参加）

11〜13日 精神科病院における安心・安全な医療を提供するための研修（金子元子）
12〜13日 第6回日本精神科医学会学術大会シンポジウム（犬飼邦明、他2名参加）

20日 熊本県精神福祉大会（梅田亮一）
21日 熊本県看護協会「災害看護」研修（坂井誠、江邑由香里）
21日 日本精神科看護協会「薬物療法」、「行動制限最小化看護」研修（山下義晴）
21日 第5回宮崎県支部研修会（榮永紘之）
22日 第16回熊本アディクションフォーラム研修（3名参加）
25日 日本精神科看護協会熊本県支部研修会（福溝小百合）
26日 平成29年度自立支援型ケアマネジメントに向けた地域ケア会議研修（本田千代美）
27日 神奈川県精神科病院協会講演【講演：犬飼邦明】／横浜ロイヤルパークホテル
27日 精神障がい者社会復帰支援研修会（宗雲美樹、無田千穂）

30日〜31日 平成29年度熊本県主任介護支援専門員研修（福島ひろみ）
30日〜11/2 認知症高齢者対策研修（榮永紘之）

11月

2日 第25回日本精神科救急学会（犬飼邦明、渡邊信夫、他2名）
3〜5日 第51回てんかん学会学術集会（宮﨑知博）
6〜9日 包括的暴力防止プログラム研修（坂井誠、森愼也）

7日 熊本県精神科病院協会看護部会管理者研修（水田由紀）
7日 熊本県保健師研修会（古澤春美）

10日 平成29年度成年後見制度利用促進研修会（宮田啓子、東祐介）
10日 九州電力職員講演会【講演：松永哲夫】／九州電力天草配電事業所・営業所

13〜17日 平成29年度第2回アルコール依存症臨床医等研修 看護師課程（伊津野智士）
17日 大塚製薬主催エビリファイLAIを臨床応用するin熊本研修会（岩佐二郎）
18日 DPAT研修会【講演：犬飼邦明】／兵庫県こころのケアセンター
18日 地域向け講演会「震災と心のケア」【講演：松永哲夫】／益城町地域支え合いセンター
18日 「看護記録の基礎」上益城宇城支部共催研修会（3名参加）
24日 福祉サービス苦情解決研修会（園田烈）
24日 熊本精神科病院協会「事務長会」研修会（6名参加）
25日 日本精神科看護協会熊本県支部「発達障害のライフステージを考える」研修会（福溝小百合）
25日 平成29年度第33回熊本アルコール問題学会【講演：松永哲夫】／益城町文化会館ホール
26日 平成29年度熊本県かかりつけ医等発達障がい対応力向上研修会（西尾啓）
29日 栄養士会御船支部研修（湯原陽子、宮﨑佳子）

12月

2日 第53回熊本県精神保健福祉士研修会（8名参加）
2日 自立応援プロジェクト人材育成研修会（本田千代美）

4〜6日 日本精神科病院協会主催「シニアコース」研修（山田加代）
5日 平成29年度熊本県精神障がい者地域移行支援研修会（3名参加）
6日 日本精神科看護協会熊本県支部「CVPPPトレーナー」研修会（3名参加）
8日 平成29年度障害支援区分認定調査員（スキルアップ）研修会（永野健太郎）

12日 平成29年度熊本県地域支え合いセンター管理者研修（山迫浩史）
15日 日本精神科看護協会熊本県支部「倫理について」研修会（福溝小百合）
15日 福井県DPAT研修及び福井県松原病院講演【講演：犬飼邦明】／松原病院
22日 災害看護研修（金子元子）
26日 平成29年度熊本県サービス管理責任者研修及び熊本県児童発達支援管理責任者研修（高野聖子）

26日
上益城郡学校給食調理職員研修会【講師：井上さとみ、田中美奈】／山都町矢部保健福祉センター千
寿苑

※他にも院内外でさまざまな研修・勉強会等に参加しています。
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